
  

 
 

日本の食料システムの現状 
と問題提起 

 
 

２０１２年２月１０日 
チェンジ・エージェント 

小田 理一郎 
 



125百万人 
 

一人当たり 
1.5kg／日 

1600円／日 
2,458kcal／日 
（うち1,900kcal摂取） 

C58.4% 
F28.7% 
P12.9% 

自家生産／交換 

加工・流通 

70-80百
万トン 

72兆円 

消費者 

生鮮 

加工 

外食 

生産者 
輸入（15億人） 

5.5兆円 
油脂類(3%) 
小麦(8%) 

畜産物(15%) 
大豆(25%)など 

国内生産（150万人） 
農業総生産8.5兆円 
農業純生産3.3兆円 

米（96％） 
野菜（77％） 

魚介類(60％）など 
 
 

11百万トン 
（うち可食300～500万トン） 

 

11百万トン 
（うち可食200～400万トン） 

再利用わずか 

(%)は自給率 

91百万
トン 

15兆円 
 

輸入量（百万トン） 
 とうもろこし16.3 
 小麦5.4 
 大豆4.2 
 その他穀物5 
 肉1.9 
など 

食のサプライチェーン 

54％リサイクル 
（家畜飼料など） 



サプライチェーンの基盤 

自家生産／交換 

加工・流通 消費者 

生鮮 

加工 

外食 

生産者 
輸入 

 

国内生産 
 

水 

土壌 

栄養
塩 

エネ
ル
ギー 

気候 

生態
系 

水利限界 
水質汚染 

潜在利用
面積 

土壌劣化 

窒素・リ
ン資源な
どの枯渇 

化石燃料
の枯渇 

汚染・乱
獲・外来
種など 

温暖化 
極端気候 

長距離輸
送による

CO2 

過疎化・
高齢化 

生産者の
貧困・労
働問題 

一方通行
の物質フ
ロー 



持続可能性への取り組み 

自家生産／交換 

加工・流通 消費者 

生鮮 

加工 

外食 

生産者 
輸入 

 

国内生産 
 

水 

土壌 

栄養
塩 

エネ
ル
ギー 

気候 

生態
系 

ムダの削減 
再利用 

ムダの削減 
再利用 

環境効率改善 
フットプリント低減 

環境効率改善 
フットプリント低減 
自給率向上 

肉食など見直し
フットプリント低減 

地産地消 
効率化・大規模化・
資本注入 

有機栽培 
環境認証 
エコラベル 

半農半X 
エコビレッジ 
トランジショ
ナル・タウン 

地域支援型農業 

気候変動適応と
緩和 

適応型マネジメント・
生物多様性維持 

自然栽培、堆肥・人力など 

土壌保全 

水管理 



システム規模の普及への障害 

• 川上での活動が川下で付加価値として認められない 
• 川下からの積み重なる安全／環境の要求が川上の
負担となり自由度も少ない 

• 価値観・ライフスタイルの根源的な問い直しの成果は 
一部地域コミュニティにとどまる 
＝＞都市部生活者・産業界労働者への橋渡しモデル必要 

• グローバルな競争下でのディスインセンティブ 
• コモンズ（共有財）の管理の整備不足 
など 

 



世界の潮流： 
サプライチェーンをまたがる協働へ 

• 例： サステナブル・フード・ラボ 
– 北米・中南米、欧州、アフリカの大陸横断で、 
企業、NGO、生産者団体などが協働して、食の本流で 
持続可能性を高めるためのコンソーシアム 

– ユニリーバとNGO／大学などによる持続可能な漁業／
農業認証と農家指導 

– シスコとNGOなどによる農業開発／気候変動適応 
– カルフールとNGOで持続可能な漁業／貧困改善 
– コストコとNGOによる生産者の貧困改善 
– 企業連合と大学による農業のカーボン・フットプリント低減 
など 



問題提起 

• 不確実性が高まる時代において、 
いかに食料生産・供給の基盤・能力を 
保持し、向上できるか？ 
 

• 個別努力では限界がある状況で、 
セクターを超えた協働は 
いかなる潜在可能性を有するか？ 
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